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機能分子科学専攻

機能の制御と生体内運命の決定に寄与していること
が明らかとなりつつあります。しかしながら、糖鎖
は、化学構造が不均一であることに加えて内部運動
の自由度が大きいため、これまで分子科学的なアプ
ローチを行うことが困難でした。
　私たちは、超高磁場核磁気共鳴（ＮＭＲ）を利用
して、タンパク質・複合糖質あるいはそれらの超分
子複合体の原子レベルの立体構造・ダイナミクスの
精密解析を基盤とする生命分子科学研究に取り組ん
でいます。特に、糖鎖とタンパク質のダイナミック
な構造と生物学的な機能発現メカニズムを分子科学
の観点から統合的に理解することを目指していま
す。そのために、私たちのグループでは、分子分光
学に加えて、分子生物学、細胞生物学、ナノサイエ
ンスによる多面的な生命分子へのアプローチを展開
しています。
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超高磁場 NMR を機軸とする生命分子のダイナミクスの探究
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　生命体を構成する多種多様な高分子は、長い進化
の過程を経て複雑で精緻な３次元構造を獲得し、こ
れにより厳密にして柔軟な分子認識能、効率的かつ
特異的な触媒能など、生命活動を支える高度な機能
を実現しています。生命分子の多くは、特異的な分
子間相互作用を介して超分子マシーナリーを形成し
て固有の機能を発揮しています。こうしたマシーナ
リーを構成するそれぞれの生命分子は、さまざまな
時間スケール、空間的スケールにおける分子運動を
体現しています。したがって、高次生体機能の発現
メカニズムを分子レベルで理解するためには、生命
分子およびその集合系の高次
構造とダイナミクスを詳細に
解明することが必要です。
　例えば、私たちが主要な研
究対象としている“糖鎖”は、
核酸・タンパク質に次ぐ第３
の生命鎖とよばれており、タ
ンパク質や脂質に結合した複
合糖質として、生命現象のさ
まざまな局面で重要な働きを
しています。糖鎖は、細胞の
表層で超分子クラスターを形
成して分子認識の舞台を構築
し、これにより細胞間のコミ
ュニケーションを媒介する機
能を担っています。また、糖
鎖はタンパク質分子を修飾す
ることにより、それらの高次

920MHz 超高磁場 NMR 分光法を利用してタンパク質・複合糖質の 3 次元構造・ダイナミクス・相互作
用を原子レベルの分解能で解明する




